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言
葉
が
凶
器
に
な
り
、
人
を
死
に
追
い
や
る
こ

と
も
あ
る
―
―
。
今
や
、
社
会
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）。
誰
も
が
手

軽
に
自
分
の
思
い
を
発
信
で
き
る
が
故
に
、
負
の

側
面
も
小
さ
く
は
な
い
。
こ
の
問
題
と
真
正
面
か

ら
向
か
い
合
っ
た
ド
ラ
マ
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
テ
レ
ビ
系
列
（
北
海
道
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｖ
）
の

ド
ラ
マ
「
３
年
Ａ
組

－

今
か
ら
皆
さ
ん
は
、
人
質

で
す

－

」（
毎
週
日
曜
日
午
後
一
〇
時
半
～
）
が

三
月
一
〇
日
に
最
終
回
を
迎
え
た
。
視
聴
率
は
回

を
追
う
ご
と
に
上
昇
し
、
最
終
回
は
平
均
視
聴
率

一
五
・
四
％
（
関
東
地
区
）
を
記
録
。
日
本
テ
レ

ビ
系
列
の
同
時
間
帯
ド
ラ
マ
の
最
終
回
と
し
て
は

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

舞
台
は
高
校
。
担
任
の
男
性
教
師
が
卒
業
式
を

直
前
に
控
え
た
三
年
生
二
九
人
を
人
質
に
教
室
内

に
立
て
こ
も
る
と
い
う
奇
抜
な
設
定
だ
が
、
こ
の

ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
は
「
い
じ
め
自
殺
」
と
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」
の
関
係
性
だ
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
女
子
生

徒
一
人
が
自
殺
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
フ
ェ
イ

ク
動
画
が
流
さ
れ
、
炎
上
。
女
子
生
徒
は
精
神
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

　

担
任
は
こ
の
原
因
を
突
き
止
め
る
べ
く
、「
事

件
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
男
性
教
師
は
ド
ラ
マ
の

ラ
ス
ト
で
、
女
子
生
徒
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
愛
好
者
た
ち
に
呼
び
か
け
た
。「
言
葉
は

散 射 韻

多
い
」
と
の
戸
惑
い
も
漏
れ
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　
「
死
ね
」「
う
ざ
い
」「
消
え
ろ
」。
今
も
、
こ
ん

な
逃
げ
場
の
な
い
攻
撃
的
な
言
葉
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に

は
あ
ふ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
他
人
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
言
葉
を
は
き
出
す
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

の
匿
名
の
人
々
だ
け
で
は
な
い
。

　
「
産
ま
な
い
方
が
問
題
」「
は
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
」。
元
首
相
の
麻
生

太
郎
財
務
相
は
、
不
妊
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
で
た
び

た
び
失
言
を
繰
り
返
し
、
居
直
り
と
撤
回
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　

白
血
病
を
公
表
し
た
東
京
五
輪
の
有
力
メ
ダ
ル

候
補
の
水
泳
選
手
に
「
本
当
に
が
っ
か
り
し
た
」

「
盛
り
下
が
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
」
な
ど

と
発
言
し
、
謝
罪
に
追
い
込
ま
れ
た
桜
田
義
孝
・

五
輪
担
当
相
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
発
言
の

意
図
が
異
な
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
た
っ
た

一
言
で
も
当
事
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
受
け
止
め
方

が
異
な
る
だ
ろ
う
。

　

四
月
七
日
と
二
一
日
に
は
、
四
年
に
一
度
の
統

一
地
方
選
が
行
わ
れ
る
。
道
内
で
は
、
知
事
選
・

道
議
選
、
札
幌
市
長
選
・
市
議
選
の
ほ
か
、
三
五

市
町
村
長
選
、
一
二
六
市
町
村
議
選
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。「
政
治
家
の
質
」
を
見
極
め
て
一
票
を

投
じ
た
い
。

＜

洋＞

時
と
し
て
凶
器
に
な
る
。
ナ
イ
フ
な
ん
て
比
に
な

ら
な
い
く
ら
い
、
深
く
、
鋭
く
、
心
を
え
ぐ
っ
て

く
る
」。「
何
気
な
い
一
言
が
深
く
傷
つ
け
る
か
も

し
れ
な
い
」。
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
が
若
者
の
心

に
も
届
い
た
よ
う
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
大
き
な
反
響

を
呼
ん
で
い
た
。「
こ
れ
ま
で
自
分
が
言
葉
で
人

を
傷
つ
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
問
題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
―
―
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
が
二
〇
一
三
年
九
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
五
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
滋
賀
県

大
津
市
の
中
学
二
年
の
男
子
生
徒
が
自
殺
し
た
こ

と
を
受
け
て
成
立
し
た
が
、
そ
の
後
も
深
刻
な
い

じ
め
は
減
っ
て
は
い
な
い
。い
じ
め
の
定
義
が「
緩

和
」
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
二
〇
一

七
年
度
に
全
国
の
小
中
高
校
で
認
知
さ
れ
た
い
じ

め
は
四
一
万
四
三
七
八
件
で
前
年
度
比
二
八
％
増
。

「
重
大
事
態
」
と
認
定
さ
れ
た
の
は
四
七
四
件
で

過
去
最
多
に
上
っ
た
。
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
し

た
児
童
・
生
徒
は
一
〇
人
で
前
年
度
と
同
じ
だ
っ

た
。
こ
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
繰
り
返
し
攻
撃

を
受
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

教
師
の
い
じ
め
放
置
を
な
く
す
た
め
、
い
じ
め

に
適
切
に
対
応
し
な
か
っ
た
教
職
員
を
懲
戒
処
分

の
対
象
と
す
る
こ
と
も
超
党
派
の
国
会
議
員
で
検

討
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
場
の
教
師
た
ち
か
ら

は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い
じ
め
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

言葉の暴力と政治家


